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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤外線反射性の表面を有する基材と
　この基材の表面に３００ｎｍ～４００ｎｍに励起波長を有し、４００ｎｍ～５５０ｎｍ
  
　　に発光波長を有する蛍光増白剤を少なくとも１又は２以上含有し、かつ７５０ｎｍ～
　　１１００ｎｍに分光吸収極大波長を有する近赤外線吸収剤を少なくとも１又は２以上
　　含有する平版インキ組成物により形成され、かつ目視により認識困難な微細要素で構
　　成された情報パターンと
を備えており、光学的に読み取り可能な情報担持シートであって、
　情報パターンが、微細なドット状要素で構成されている情報担持シート。
【請求項２】
　前記平版インキ組成物が、蛍光増白剤を０．０１重量％～２０重量％含有し、かつ近赤
外線吸収剤を０．１重量％～２０重量％含有することを特徴とする請求項１記載の情報担
持シート。
【請求項３】
　前記平版インキ組成物が、水有りオフセット印刷インキであることを特徴とする請求項
１または２に記載の情報担持シート。
【請求項４】
　前記平版インキ組成物が、水無しオフセット印刷インキであることを特徴とする請求項
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１または２に記載の情報担持シート。
【請求項５】
　前記平版インキ組成物が、酸化重合型インキであることを特徴とする請求項１～４いず
れかに記載の情報担持シート。
【請求項６】
　前記平版インキ組成物が、活性光線硬化型インキであることを特徴とする請求項１～５
いずれかに記載の情報担持シート。
【請求項７】
　情報パターンが、平均径１～１００μｍ及び厚み０．５～２μｍのドットで構成されて
いる請求項１～６いずれかに記載の情報担持シート。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、近赤外波長域に吸収をもつインキ組成物に関する。さらに詳しくは、本発明
は近赤外波長域で情報パターンを精度よく検出でき、証券類などの真偽を判別するのに有
用な情報担持シート及び前記情報パターンを形成するのに有用なインキ組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、各種証明書等には改ざん、擬造防止のため様々な機能が施されている。たとえば
通常の条件下では、肉眼では、識別し得ないようにし、特定の操作によってのみ識別でき
る機能のある液晶、導電性物質、磁性物質を使用することによって、照合や改ざん防止機
能が付与されている。これらの方法は、たとえば、インキそのものに着色性を有する為に
肉眼での通常の条件下で視認防止効果が不十分であったり、使用中の剥離、損傷や改ざん
が容易であったり、照合の操作が容易に出来なかったりして、必ずしも満足なものではな
かった。
【０００３】
　近年、赤外線吸収を利用した検知方法が比較的容易な方法として用いられるようになり
、バーコード印刷にも応用されるようになってきた。例えば、カーボンブラックなどの赤
外線吸収物質を含む印刷インキで証券類などの所定部に情報パターンを印刷し、赤外線読
み取り装置により情報パターンの有無を読み取り、真偽を判定している。しかし、前記カ
ーボンブラックは可視光域でも光吸収性を有するため、情報パターンの有無を目視で判別
できる。そのため、情報パターンを形成しても識別されてしまい、真偽の判別精度を低下
させる。
【０００４】
　一般に、赤外線吸収剤としては、アセチルアセトンの金属キレート化合物アントラキノ
ン系化合物、ナフトキノン系化合物、ジアミンシスエチレンチオラトニッケル誘導体、芳
香族ジアミン金属錯体、脂肪族ジアミン金属錯体、芳香族ジチオール金属錯体、脂肪族ジ
チオール金属錯体、フタロシアニン誘導体等が知られている。特許文献１には、シート状
基材内に赤外線吸収物質を含む情報担持シート用媒体に、白色系赤外線反射インキにより
情報パターンを印刷した機械読み取り可能な情報担持シートが開示されている。
【０００５】
　また、特許文献２には、赤外線反射性を有する表面と、この表面と同系色であり、二価
の鉄イオン及び／又は二価の銅イオンとリン酸塩系白色結晶粉末などを含有する赤外線吸
収性の印刷インキ層とを備えた機械的読み取り可能な情報担持シートが開示されている。
【０００６】
　さらに、特許文献３及び特許文献４には、赤外線反射性の基材上に、赤外線吸収物質を
含む紫外線硬化型の赤外線吸収インキにより形成された情報パターンを具備する機械読み
取り可能な情報担持シートが開示されている。
【０００７】
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　また一般に、オフセット印刷・グラビア印刷などの高級印刷用紙には、その商品価値を
高める為に、塗工紙の白色度を向上させるべく顔料、水性バインダーと共に蛍光増白剤を
含む紙用の塗工組成物が種々検討され用いられている。例えば蛍光増白剤としては、クマ
リン誘導体、スチルベン誘導体、ビスオキサゾール誘導体、ベンズオキサゾール誘導体、
ナフタルイミド誘導体、キサンテン誘導体、トリメチルジヒドロピリジン誘導体、コエロ
キセン誘導体等が知られている。
【０００８】
　さらに、特許文献５には、紙およびパルプにおける白色度損失を防止する方法として、
Ｎ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン、エステル置換、アミド置換またはチオ置換され
たＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンもしくはＮ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミ
ン、またはそれらの塩及び他の補助剤を添加することによって、黄変に対する耐性の増強
方法が開示されている。また特許文献６には、医療医薬、食品等の分野において使用され
る紫外線吸収フィルムの黄変を防止し透明性の高いフィルムの製造方法が開示されている
。この黄変抑制のメカニズムとしては、蛍光増白剤が紫外線領域の光エネルギーにより励
起化され、失活する際の発光波長が可視光領域である為に、視覚的に色が確認されなくな
ることに起因する。
【０００９】
  これらの赤外線吸収性もしくは反射性を有するインキは、赤外線反射又は吸収物質であ
る粉体を分散又は溶解させたものであり、また効率的に赤外線を吸収する材料は、粉体そ
のものが可視光領域において吸収を有するため色を呈し、それらを分散又は溶解させたイ
ンキによって印刷された情報担持シートは、目視でその情報パターンを確認することがで
きてしまう場合もある。更に近年は、情報パターンやドットパターンの微細化又は薄膜化
が求められるケースが増えており、赤外線反射又は吸収物質の含有量を増加しなければ読
み取り感度を維持できない場合もあり、その結果強い色を呈するようになり、より不可視
効果の高いインキが求められるようになってきた。
【特許文献１】特開平６－１９１１３７号公報
【特許文献２】特開平６－２４７０８７号公報
【特許文献３】特開平７－６８９８２号公報
【特許文献４】特開２００３－３２６８７９号公報
【特許文献５】特表２００２－５２８６５７号公報
【特許文献６】特開２００５－３０５７４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、近赤外線吸収剤と蛍光増白剤とを含む平版インキ組成物であって、可視光領
域において着色性を有する赤外線吸収インキの不可視性を高めることが出来るインキ組成
物を提供することを目的とする。又、本発明は、目視により識別することが困難であり、
偽造・改変などを防止するのに有用な情報担持シート、及びこのシートを得るために有用
なインキ組成物を提供することを目的とする。又、微細化、薄膜化した情報パターンを形
成しうるインキ組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の発明としては、　
　赤外線反射性の表面を有する基材と
　この基材の表面に３００ｎｍ～４００ｎｍに励起波長を有し、４００ｎｍ～５５０ｎｍ
　　に発光波長を有する蛍光増白剤を少なくとも１又は２以上含有し、かつ７５０ｎｍ～
　　１１００ｎｍに分光吸収極大波長を有する近赤外線吸収剤を少なくとも１又は２以上
　　含有する平版インキ組成物により形成され、かつ目視により認識困難な微細要素で構
　　成された情報パターンと
を備えており、光学的に読み取り可能な情報担持シートであって、
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　情報パターンが、微細なドット状要素で構成されている情報担持シートに関するもので
ある。
 
【００１２】
　また、第２の発明としては、前記平版インキ組成物が、蛍光増白剤を０．０１重量％～
２０重量％含有し、かつ近赤外線吸収剤を０．１重量％～２０重量％含有することを特徴
とする第１の発明に記載の情報担持シートに関するものである。
 
【００１３】
　さらに、第３の発明としては、前記平版インキ組成物が、水有りオフセット印刷インキ
であることを特徴とする第１の発明または第２の発明に記載の情報担持シートに関するも
のである。
 
【００１４】
　また、第４の発明としては、前記平版インキ組成物が、水無しオフセット印刷インキで
あることを特徴とする第１の発明または第２の発明に記載の情報担持シートに関するもの
である。
 
【００１５】
　さらに、第５の発明としては、前記平版インキ組成物が、酸化重合型インキであること
を特徴とする第１の発明～第４の発明いずれかに記載の情報担持シートに関するものであ
る。
 
【００１６】
　また、第６の発明としては、前記平版インキ組成物が、活性光線硬化型インキであるこ
とを特徴とする第１の発明～第５の発明いずれかに記載の情報担持シートに関するもので
ある。
 
【００１７】
　さらに、第７の発明としては、情報パターンが、平均径１～１００μｍ及び厚み０．５
～２μｍのドットで構成されている第１の発明～第６の発明いずれかに記載の情報担持シ
ートに関するものである。
 
【発明の効果】
【００２０】
　本発明のインキ組成物により、近赤外吸収剤のもつ可視光領域の吸収を蛍光増白剤の発
光によって消すことにより不可視性を高め、近赤外線センサーにより高感度で検出可能な
インキ組成物を提供することができる。更に、本発明により提供されるインキ組成物を使
用した塗膜は、透明性が高く、着色がほとんど見られず、目視で確認することができない
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を挙げて具体的に説明する。
【００２２】
　本発明において蛍光増白剤は、平版インキ組成物に０．０１～２０重量％添加するのが
好ましく、０．５～１５重量％添加するのがより好ましい。２０重量％を超える添加量で
は、蛍光増白剤自体の凝集効果によって効率的な発光が得られなくなると共に、インキ流
動性が劣化し、印刷適性上好ましくない。特に０．５～１５重量％で良好な発光が得られ
ると共に流動性も得られる。０．０１重量％未満では十分な発光が得られず、近赤外吸収
剤のもつ着色を消色することができない。



(5) JP 5151249 B2 2013.2.27

10

20

30

40

50

【００２３】
　また近赤外吸収剤は、平版インキ組成物に０．１～２０重量％添加するのが好ましく、
１～１５重量％添加するのがより好ましい。２０重量％を超える添加量では、分散粒子の
凝集によってインキの流動性が劣化し、印刷適性上好ましくない。特に１～１５重量％で
良好なインキ流動性が得られる。０．１重量％未満では赤外線センサーで検知するのに十
分な吸収が得られない可能性がある。なお、インキ組成物としては、従来から使用されて
いる種々の印刷インキが使用できる。
【００２４】
　本発明のインキ組成物は、少なくとも情報パターンの形態で、目視により基材の赤外線
反射性表面と識別困難であれば、可視光域において着色していてもよいが、無色透明であ
る方が好ましい。なお、色彩的にも識別困難であれば、目視による識別をさらに困難にす
る。そのため、インキ組成物は、微細な情報パターンの形態に限らず、色彩的にも基材表
面と識別困難であるのが好ましい。このようなインキ組成物は、可視光領域で、前記赤外
線反射性の基材表面と同系統色（同一又は類似色）であるか、又は無色～淡色であるのが
好ましい。なお、同系統色及び淡色とは、目視により色彩的に基材と実質的に同視できる
ことを意味し、基材の色に対して、色相、彩度及び／又は明度が同一又は近似（又は類似
）する場合が多い。
【００２５】
　本発明では、微細で均一な厚みを有する薄膜の情報パターンを精度よく形成するため、
インキとしては平版インキを用いるのが好ましい。
【００２６】
　平版インキは、オフ輪インキなどであってもよいが、枚葉インキである場合が好ましい
。なお、湿し水を用いる平版印刷インキでパターンを形成すると、輪郭部が鮮明でない場
合や、微細な水滴によりドットに巣抜け又は白抜け部が生成し、不均一なパターンが形成
され、パターン精度が低下する場合がある。そこで、情報パターンの精度を高めるため、
水なし平版インキであるのが好ましい。湿し水を用いる一般的な平版インキに比べて、水
なし平版インキを用いると、厚みが均一で、しかもシャープな輪郭の情報パターンを形成
でき、基材と情報パターンとの境界域のコントラストが高くなり、微細なパターンを薄く
しかも均一に精度よく形成できる。なお、平版インキは、通常、乾性油又は半乾性油（不
飽和油脂類）を含む酸化重合型インキである場合が多いが、紫外線硬化型インキなどの活
性光線硬化型インキおよび浸透乾燥型インキであってもかまわない。なお、本発明におい
て、活性光線とは、紫外線および電子線を主に示す。
酸化重合型平版インキは、種類に応じてバインダー樹脂、油脂類、高沸点溶媒、ドライヤ
ー、乾燥抑制剤、補助剤などを使用することができる。
【００２７】
　酸化重合型平版インキのバインダー樹脂としては、例えば、フェノール系樹脂（フェノ
ール系樹脂、ロジン、硬化ロジン、重合ロジンなどのロジン類を用いたロジン変性フェノ
ール系樹脂など）、マレイン酸系樹脂（ロジン変性マレイン酸系樹脂、ロジンエステル系
樹脂など）、アルキド樹脂又は変性アルキド樹脂、石油樹脂などが挙げられ、それらは任
意に単独または２種類以上を組み合わせて使用することができる。
【００２８】
　又、油脂類としては、植物油並びに植物油由来の化合物であり、例えばグリセリンと脂
肪酸とのトリグリセリドにおいて、少なくとも１つの脂肪酸が炭素－炭素不飽和結合を少
なくとも１つ有する脂肪酸であるトリグリセリドと、それらのトリグリセリドから飽和ま
たは不飽和アルコールとをエステル反応させてなる脂肪酸モノエステル、あるいは植物油
の脂肪酸とモノアルコールを直接エステル反応させた脂肪酸モノエステル、エーテル類が
挙げられる。
【００２９】
　植物油として代表的なものは、アサ実油、亜麻仁油、エノ油、オイチシカ油、オリーブ
油、カカオ油、カポック油、カヤ油、カラシ油、キョウニン油、桐油、ククイ油、クルミ
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油、ケシ油、ゴマ油、サフラワー油、ダイコン種油、大豆油、大風子油、ツバキ油、トウ
モロコシ油、ナタネ油、ニガー油、ヌカ油、パーム油、ヒマシ油、ヒマワリ油、ブドウ種
子油、ヘントウ油、松種子油、綿実油、ヤシ油、落花生油、脱水ヒマシ油などが挙げられ
る。
【００３０】
　又、高沸点溶媒としては、芳香族炭化水素の含有量が１重量％以下の原油由来の溶剤（
石油系溶剤）である。この石油系溶剤は、アニリン点が７０℃～１１０℃、沸点が２３０
℃以上の石油溶剤が適当である。アニリン点が７０℃未満の場合には、樹脂を溶解させる
能力が高すぎる為インキ粘度が低くなりすぎ、地汚れ耐性が充分でなくなる。またアニリ
ン点が１１０℃を超える場合には、樹脂を溶解させる能力が低すぎる為、インキ粘度が高
くなりすぎ、インキ流動性も乏しくなり、ローラー、版、ブランケットへのインキの堆積
が起こりやすくなる為、好ましく無い。
【００３１】
　又、ドライヤーとしては、酸化重合を促進する酸化重合触媒であり、酢酸、プロピオン
酸、酪酸、イソペンタン酸、ヘキサン酸、２－エチル酪酸、ナフテン酸、オクチル酸、ノ
ナン酸、デカン酸、２-エチルヘキサン酸、イソオクタン酸、イソノナン酸、ラウリル酸
、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、ネオデカン酸、バーサチック
酸、セカノイック酸、トール油脂肪酸、亜麻仁油脂肪酸、大豆油脂肪酸、ジメチルヘキサ
ノイック酸、３，５，５，－トリメチルヘキサノイック酸、ジメチルオクタノイック酸、
などの有機カルボン酸の金属塩、例えばカルシウム、コバルト、鉛、鉄、マンガン、亜鉛
、ジルコニウム、塩などの公知公用の化合物が使用可能であり、印刷インキ表面及び内部
硬化を促進するために、これらの複数を適宜併用して使用することもできる。
【００３２】
　又、乾燥抑制剤としては、酸化重合反応に対して阻害効果を有する重合禁止剤であり、
ハイドロキノン、２－メチルハイドロキノン、２－ｔｅｒｔ－ブチルハイドロキノン等に
代表されるハイドロキノン誘導体、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシトル
エン等に代表されるフェノール誘導体、アスコルビン酸、トコフェロール等に代表される
抗酸化作用を有するビタミン化合物類などを示し、それらは任意に単独または２種類以上
を組み合わせて使用することができる。
【００３３】
　又、補助剤としては、耐摩擦剤、ブロッキング防止剤、スベリ剤、顔料分散剤、カルナ
バワックス、木ろう、ラノリンワックス、モンタンワックス、パラフィンワックス、マイ
クロクリスタリンワックスなどの天然ワックス、フィッシャートロプシュ合成ワックス、
ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、ポリテトラフロオロエチレンワックス
、ポリアミドワックスなどの合成ワックス、シリコーン添加剤、レベリング剤などを適宜
しようすることができる。
【００３４】
　紫外線硬化型平版インキは、種類に応じてバインダー樹脂、モノマー、オリゴマー、光
重合開始剤、補助剤などを使用することができる。
【００３５】
　紫外線硬化型平版インキのバインダー樹脂としては、例えば、ポリ塩化ビニル、ポリ（
メタ）アクリル酸エステル、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、セル
ロース誘導体（例えば、エチルセルロース、酢酸セルロース、ニトロセルロース）、塩化
ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリアミド樹脂、ポリビニルアセタール樹脂、ジアリルフ
タレート樹脂、アルキッド樹脂、ロジン変性アルキッド樹脂、石油樹脂、尿素樹脂、ブタ
ジエン－アクリルニトリル共重合体のような合成ゴム等を示し、それらは任意に単独また
は２種類以上を組み合わせて使用することができる。何れもエチレン性不飽和二重結合を
有するモノマー可溶である樹脂が用いられる。
【００３６】
　又モノマーとしては、単官能または多官能の（メタ）アクリレート類をいい、これらを
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適宜用いることでインキ組成物の粘度を調整することができる。
又オリゴマーとしては、アルキッドアクリレート、エポキシアクリレート、ウレタン変性
アクリレート等が使用される。
【００３７】
　又紫外線硬化型インキにはその硬化作用を促す成分として１種もしくは２種以上の光重
合開始剤を適宜添加することが出来る。
【００３８】
　光重合開始剤としては、ベンゾフェノン、４－メチルベンゾフェノン、４，４－ジエチ
ルアミノベンゾフェノン、ジエチルチオキサントン、２－メチル－１－（４－メチルチオ
）フェニル－２－モルフォリノプロパン－１－オン、４－ベンゾイル－４‘－メチルジフ
ェニルサルファイド、１－クロロ－４－プロポキシチオキサントン、イソプロピルチオキ
サントン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、１－ヒドロ
キシ－シクロヘキシル－フェニルケトン、ビス－２、６－ジメトキシベンゾイル－２，４
，４－トリメチルペンチルフォスフィンオキサイド、１－〔４－（２－ヒドロキシエトキ
シ）－フェニル〕－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン、２，２－ジ
メチル－２－ヒドロキシアセトフェノン、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェ
ノン、２，４，６、－トリメチルベンジル－ジフェニルフォスフィンオキサイド、２－ベ
ンジル－２－ジメチルアミノ－１－（モノフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等が挙
げられる。光重合開始剤と併用して、ｐ－ジメチルアミノ安息香酸エチルエステル、ペン
チル－４－ジメチルアミノベンゾエート等の光促進剤を使用してもよい。
【００３９】
　又、補助剤としては、耐摩擦剤、ブロッキング防止剤、スベリ剤、顔料分散剤、カルナ
バワックス、木ろう、ラノリンワックス、モンタンワックス、パラフィンワックス、マイ
クロクリスタリンワックスなどの天然ワックス、フィッシャートロプシュ合成ワックス、
ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、ポリテトラフロオロエチレンワックス
、ポリアミドワックスなどの合成ワックス、シリコーン添加剤、レベリング剤などを適宜
しようすることができる。
【００４０】
　更に、平版インキには、体質顔料、例えば、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、アルミナ
ホワイト、シリカなどを添加していてもよい。体質顔料の平均粒子径は、例えば、０．０
１～１μｍ（好ましくは０．０１～０．１μｍ）程度である場合が多く、炭酸カルシウム
を用いる場合が多い。必要であれば、情報パターンを形成するための平版インキには、目
視により基材と情報パターンとが識別できない限り、赤外線透過性又は赤外線吸収性顔料
（例えば、酸化チタンなどの白色顔料、ジスアゾイエローなどの黄色顔料、ブリリアント
カーミン６Ｂなどの赤色顔料、フタロシアニンブルーなどの青色顔料、黒色顔料、特に減
色混合を利用して複数の着色剤成分で調製された黒色着色剤など）を含んでいてもよい。
【００４１】
　本発明における、蛍光増白剤としては、クマリン誘導体、スチルベン誘導体、ビスオキ
サゾール誘導体、ベンズオキサゾール誘導体、ナフタルイミド誘導体、キサンテン誘導体
、トリメチルジヒドロピリジン誘導体、コエロキセン誘導体、Ｎ，Ｎ－ジアルキルヒドロ
キシルアミン、エステル置換、アミド置換またはチオ置換されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒド
ロキシルアミンもしくはＮ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、またはそれらの塩など
を示し、それらは任意に単独または２種類以上を組み合わせて使用することができる。
【００４２】
　また本発明における、近赤外線吸収剤としては、アセチルアセトンの金属キレート化合
物アントラキノン系化合物、ナフトキノン系化合物、ジアミンシスエチレンチオラトニッ
ケル誘導体、芳香族ジアミン金属錯体、脂肪族ジアミン金属錯体、芳香族ジチオール金属
錯体、脂肪族ジチオール金属錯体、フタロシアニン誘導体などを示し、それらは任意に単
独または２種類以上を組み合わせて使用することができる。
【００４３】
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　なお、近赤外線吸収剤の含有量が少ないと、平版インキの稠度、粘度特性などが変化し
情報パターンの精度が低下する場合がある。そのため、近赤外線吸収剤を含む平版インキ
では、近赤外線吸収剤の種類によって体質顔料は含まなくてもよいが、近赤外線吸収剤と
体質顔料とを組み合わせるのが好ましい。体質顔料は近赤外線吸収性を有していてもよく
近赤外線吸収性がなくてもよい。体質顔料の含有量は、平版インキ全体に対して１～３０
重量％、好ましくは５～２５重量％である。又、近赤外線吸収剤と体質顔料との重量比は
、５／９５～５０／５０であり、１０／９０～４５／５５が好ましく、１５／８５～４０
／６０が更に好ましく、２０／８０～３０／７０が特に好ましい。
【００４４】
　平版インキにおいて、各成分の割合は、近赤外線吸剤１～１５重量部、体質顔料５～２
５重量部、バインダー樹脂１０～４０重量部、油脂類２０～３０重量部、鉱物油２０～３
０重量部程度であり、助剤などの添加剤を含めて総量１００重量部となる割合が好ましい
。
【００４５】
　平版インキは、コーンプレート粘度計で２５℃、シェアレート１００／ｓにおける粘度
が１００．０Ｐａ・ｓ以下が好ましく、４０．０Ｐａ・ｓ～８０．０Ｐａ・ｓが更に好ま
しい。粘度が上記数値より大きくなると、流動性、転移性が低下するため印刷物全体にが
さつきの傾向が出てくる。また粘度と共にインキのタック値も上昇するため、紙剥け、紙
離れ不良などが発生しやすくなる。また水無し平版インキは、コーンプレート粘度計で２
５℃、シェアレート１００／ｓにおける粘度が１５０Ｐａ・ｓ以下が好ましく、６０．０
Ｐａ・ｓ～１２０Ｐａ・ｓが更に好ましい。粘度が上記数値より大きくなると、平版イン
キと同様の傾向がでてくると共に、着肉不良が起こりやすくなりドット抜け等印刷品質の
低下に繋がり、赤外線センサーに対する読み取り精度にも問題が発生する。また上記数値
より小さくなると、地汚れが起こりやすくなり、それによって印刷紙面上に形成される情
報パターンが曖昧になり、赤外線センサーによる読み取り精度が低下するばかりでなく、
印刷そのものに支障がでるようになる。
【００４６】
　情報パターンによる赤外線の反射率は、照射する赤外線（例えば、波長８５０～９５０
ｎｍの赤外線）に対して、例えば、０～６０％、好ましくは０～５０％、さらに好ましく
は０～４０％程度である。
【００４７】
　情報パターンは、形態的に目視により認識又は識別困難な種々の形態の微細パターンで
構成できる。その形状はドット状であってもよく、細線状であってもよい。
【００４８】
　このような情報パターンは、視覚により識別し難いため、基材に施す部位が制約を受け
ることがなく、基材の任意の部位に施すことができ、プロセスカラーインキ（赤外線吸収
性がないか又は低いインキ）などにより形成される画像部に情報パターンを施しても、画
像の品質を損なうことがない。特に、情報パターンと基材とが色彩的にも識別し難いイン
キを用いると、さらに画像品質を高めることができる。
【００４９】
　プロセスインキによる画像は必ずしも必要ではないが、情報パターンが形成された基材
表面には、少なくとも１つの有彩色又は無彩色インキ、特に少なくとも３色のプロセスイ
ンキにより、赤外線を透過可能な所定の画像が形成されている場合が多い。この画像を形
成するためのインキは、特に制限されず、平版インキ、凸版インキ、グラビアインキ、フ
レキソインキ、スクリーンインキなどの印刷インキ、インクジェット用インキ、感熱転写
用インキ、静電荷像現像用トナーなどであってもよい。
【００５０】
　また、有彩色又は３色のプロセスインキは、赤外線を透過可能な着色剤、例えば、ジス
アゾイエロー、縮合アゾなどの黄色顔料、レーキレッドＣ、ブリリアントカーミン６Ｂ、
ローダミン６Ｇ、ローダミンＢ、ウォッチングレッドなどの赤色顔料、フタロシアニンブ
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ルーなどの青色顔料、フタロシアニングリーンなどの緑色顔料などを含んでいてもよい。
なお、無彩色又は黒色インキの着色剤は、減色混合を利用して、赤外線を透過可能な複数
の着色剤、例えば、黄色、赤色及び青色顔料の組合せ、オレンジ色顔料と青色顔料との組
合せ、緑色顔料と赤色顔料との組合せ、黄色顔料と紫色顔料との組合せなどにより調製さ
れた黒色着色剤であるのが好ましい。
【００５１】
　基材は、赤外線反射性の表面を有する限り特に制限されず、印刷用紙、グラビア用紙、
上質紙、コート紙、バライタ紙、アート紙、キャストコート紙などの紙基材、合成紙、ポ
リオレフィン系樹脂、スチレン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂などで構
成されたプラスチック基材（又はプラスチックシート）であってもよく、複数の層が積層
された積層体（例えば、プラスチックシートに紙がラミネートされた積層体、蒸着フィル
ムなど）であってもよい。また、基材は、赤外線反射性を有する限り、着色していてもよ
い。基材としては、通常、白色コート紙などの紙基材、特に白色紙基材を用いる場合が多
い。基材の赤外線反射率は、照射する赤外線（例えば、波長８５０～９５０ｎｍの赤外線
）に対して、例えば、５０～１００％、好ましくは６０～１００％、さらに好ましくは７
０～１００％である。
【００５２】
　本発明のインキ組成物は、パスポート、運転免許証、社員証などの身分証明書、株券、
債券、小切手、通帳、宝くじ、回数券、定期券、チケットなどの証券類、ＩＤカード、ク
レジットカード、キャッシュカード、ギフトカード、プリペイドカードなどのカード類の
偽造による不正使用の防止に有効である。さらに、種々の印刷物に前記情報パターンを施
すことにより、情報パターンに対応する情報を、音声、画像、文字、記号などの可視、可
聴、可読可能な情報として再生するのに有用である。
【実施例】
【００５３】
　以下に、実施例により、本発明をさらに詳細に説明するが、以下の実施例は本発明の権
利範囲を何ら制限するものではない。なお、特に断りがない限り、実施例における「部」
は、「重量部」を表わし、「％」は、「重量％」を表す。
【００５４】
（ロジン変性フェノール樹脂の製造例）
［製造例１］(ロジン変性フェノール樹脂Ａ、平版インキ用)
　撹拌機、冷却器、温度計をつけた４つ口フラスコにＰ－オクチルフェノール１０００部
、３５％ホルマリン８５０部、９３％水酸化ナトリウム６０部、トルエン１０００部を加
えて、８０－９０℃で６時間反応させた。その後６Ｎ塩酸１２５部、水道水１０００部の
塩酸水溶液を添加し、撹拌、静置し、上層部を取り出し、不揮発分４９%のレゾールタイ
プフェノール樹脂のトルエン溶液２０００部を得て、これをレゾール液Ａとした。
【００５５】
　撹拌機、水分分離器付き冷却器、温度計をつけた４つ口フラスコに、ガムロジン１００
０部を仕込み、窒素ガスを吹き込みながら２００℃で溶解し、上記で製造したレゾール液
Ａ１８００部を添加し、トルエンを除去しながら２３０℃で４時間反応させた後、グリセ
リン１１０部を仕込み、２５０℃で１０時間反応させ、酸化２０以下として、重量平均分
子量４００００、新日本石油化学（株）ＡＦソルベント６号での白濁温度８０℃、樹脂粘
度１０．０Ｐａ・ｓの平版インキ用ロジン変性フェノール樹脂Ａを得た。
【００５６】
［製造例２］ (ロジン変性フェノール樹脂Ｂ、水無し平版インキ用)
　撹拌機、冷却器、温度計をつけた４つ口フラスコにＰ－オクチルフェノール７２０部、
Ｐ－ドデシルフェノール３７５部、パラホルムアルデヒド２９０部、９３％水酸化ナトリ
ウム６０部、キシレン８００部を加えて、８０－９０℃で５時間反応させた。その後６Ｎ
塩酸１２５部、水道水２００部の塩酸水溶液を添加し、撹拌、静置し、上層部を取り出し
、不揮発分６３％のレゾールタイプフェノール樹脂のキシレン溶液２０００部を得て、こ
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れをレゾール液Ｂとした。
【００５７】
　撹拌機、水分分離器付き冷却器、温度計をつけた４つ口フラスコに、ガムロジン６００
部を仕込み、窒素ガスを吹き込みながら２００℃で溶解し、上記で製造したレゾール液Ｂ
７７０部を添加し、トルエンを除去しながら２２０℃で４時間反応させた後、グリセリン
６７部を仕込み、２５０℃で１２時間反応させ、酸化１８以下として、重量平均分子量２
０００００、新日本石油化学（株）ＡＦソルベント６号での白濁温度１００℃、樹脂粘度
２３．０Ｐａ・ｓの水無し平版インキ用ロジン変性フェノール樹脂Ｂを得た。
【００５８】
（ワニス製造例）
［製造例３］(ワニス製造例１、平版インキ用)
　ロジン変性フェノール樹脂Ａ　４２部、大豆油　３３部、ＡＦソルベント６号（新日本
石油化学（株）製溶剤）２４部、ＡＬＣＨ（川研ファインケミカル（株）製ゲル化剤）、
１．０部を１９０℃で１時間加熱撹拌して、平版インキ用ワニスＡを得た。
【００５９】
［製造例４］(ワニス製造例2、水無し平版インキ用)
　ロジン変性フェノール樹脂Ａ　４２部、大豆油　２８部、大豆脂肪酸イソブチルエステ
ル（当栄ケミカル（株）製）　５部、ダイヤレン１６８(三菱化学(株)製、１－ヘキサデ
セン、１－オクタデセン混合物)　１０部、ＡＦソルベント６号（新日本石油化学（株）
製溶剤）　１４部、ＡＬＣＨ（川研ファインケミカル（株）製ゲル化剤）、１．０部を１
９０℃で１時間加熱撹拌して、水無し平版インキ用ワニスＢを得た。
【００６０】
［製造例５］（ワニス製造例３、紫外線硬化型平版インキ用）
　ダップトートＤＴ１７０（東都化成（株）製）２５部を９０℃－１００℃に加熱したＤ
ＰＨＡ（日本化薬（株）製）７５部に投入し９０℃－１００℃で１時間加熱撹拌して、紫
外線硬化型平版インキ用ワニスＣを得た。
【００６１】
［製造例６］（ワニス製造例４、紫外線硬化型水無し平版インキ用）
　ダップトートＤＴ１７０（東都化成（株）製）３２部を９０℃－１００℃に加熱したＤ
ＰＨＡ（日本化薬（株）製）６８部に投入し９０℃－１００℃で１時間加熱撹拌して、紫
外線硬化型水無し平版インキ用ワニスＤを得た。
【００６２】
　尚、白濁温度は新日本石油化学（株）製ＡＦソルベント６の１０％希釈状態のものをＮ
ＯＶＯＣＯＮＴＲＯＬ社製、ＣＨＥＭＯＴＯＲＯＮＩＣにて測定。樹脂粘度は、樹脂／亜
麻仁油＝１／２の重量比の混合物を１８０－２００℃で加熱撹拌して得たワニスのコーン
プレート粘度計による２５℃での粘度値である。
（近赤外吸収ベースインキ製造例）
【００６３】
［製造例７］(近赤外吸収ベースインキ製造例１、平版インキ用)
　ワニスＡ３３．５部、白艶華Ｏ（白石工業（株）製炭酸カルシウム）２０部、イーエク
スカラーＩＲ－１２（（株）日本触媒製近赤外線吸収剤）２部、ＡＦソルベント６号８．
２部を３本ロールミル、温度条件６０℃にて、分散粒子径測定器（グラインドメーター）
で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、平版インキ用近赤外吸収ベースインキ
Ａを得た。
【００６４】
［製造例８］(近赤外吸収ベースインキ製造例２、水無し平版インキ用)
　ワニスＢ３３．５部、白艶華Ｏ（白石工業（株）製炭酸カルシウム）２０部、イーエク
スカラーＩＲ－１２（（株）日本触媒製近赤外線吸収剤）２部、ＡＦソルベント６号８．
２部を３本ロールミル、温度条件６０℃にて、分散粒子径測定器（グラインドメーター）
で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、水無し平版インキ用近赤外吸収ベース
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インキＢを得た。
【００６５】
［製造例９］（近赤外吸収ベースインキ製造例３、紫外線硬化型平版インキ用）
　ワニスＣ３５．５部、白艶華Ｏ（白石工業（株）製炭酸カルシウム）２０部、イーエク
スカラーＩＲ－１２（（株）日本触媒製近赤外線吸収剤）２部、アロニックスＭ－４０８
　６．２部を３本ロールミル、温度条件６０℃にて、分散粒子径測定器（グラインドメー
ター）で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、紫外線硬化型平版インキ用近赤
外吸収ベースインキＣを得た。
【００６６】
［製造例１０］（近赤外吸収ベースインキ製造例４、紫外線硬化型水無し平版インキ用）
　ワニスＤ３２．５部、白艶華Ｏ（白石工業（株）製炭酸カルシウム）２０部、イーエク
スカラーＩＲ－１２（（株）日本触媒製近赤外線吸収剤）２部、アロニックスＭ－４０８
　９．２部を３本ロールミル、温度条件６０℃にて、分散粒子径測定器（グラインドメー
ター）で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、紫外線硬化型水無し平版インキ
用近赤外吸収ベースインキＤを得た。
蛍光増白剤ベースインキ製造例
　本発明による蛍光増白剤は、チバスペシャリティーケミカルズ社製ＹｕｂｉｔｅｘＯＢ
を使用した。
【００６７】
［製造例１１］(蛍光増白剤ベースインキ製造例１、平版インキ用)
　表１の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、分散粒子径測定器（グライン
ドメーター）で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、平版インキ用蛍光増白剤
ベースインキＡを得た。
【００６８】
［製造例１２］(蛍光増白剤ベースインキ製造例２、水無しインキ用)
　表１の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、分散粒子径測定器（グライン
ドメーター）で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、水無し平版インキ用蛍光
増白剤ベースインキＢを得た。
【００６９】
［製造例１３］（蛍光増白剤ベースインキ製造例３、紫外線硬化型平版インキ用）
　表１の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、分散粒子径測定器（グライン
ドメーター）で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、紫外線硬化型平版インキ
用蛍光増白剤ベースインキＣを得た。
【００７０】
［製造例１４］（蛍光増白剤ベースインキ製造例４、紫外線硬化型水無し平版インキ用）
　表１の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、分散粒子径測定器（グライン
ドメーター）で粒子径が７．５ミクロン以下になるまで練肉し、紫外線硬化型水無し平版
インキ用蛍光増白剤ベースインキＤを得た。
【００７１】
［実施例1］平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＡ、
蛍光増白剤ベースインキＡを、ワニスＡ、金属ドライヤー、ＡＦソルベント６号、耐摩擦
コンパウンド、乾燥抑制剤で希釈調整し、平版印刷用インキＮＩＲＦＬ－１を粘度６０．
０Ｐａ・ｓで得た。
【００７２】
［実施例２］水無し平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＢ、
蛍光増白剤ベースインキＢを、ワニスＢ、金属ドライヤー、ＡＦソルベント６号、耐摩擦
コンパウンド、乾燥抑制剤で希釈調整し、近赤外吸収水無し平版印刷用インキＮＩＲＦＬ
－２を粘度９０．０Ｐａ・ｓで得た。
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【００７３】
［実施例３］紫外線硬化型平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＣ、
蛍光増白剤ベースインキＣを、ワニスＣ、イルガキュア９０７、アロニックスＭ－４０８
、耐摩擦コンパウンド、重合禁止剤で希釈調整し、近赤外吸収紫外線硬化型平版印刷用イ
ンキＮＩＲＦＬ－３を粘度６０．０Ｐａ・ｓで得た。
【００７４】
［実施例４］紫外線硬化型水無し平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＤ、
蛍光増白剤ベースインキＤを、ワニスＤ、イルガキュア９０７、アロニックスＭ－４０８
、耐摩擦コンパウンド、重合禁止剤で希釈調整し、近赤外吸収紫外線硬化型水無し平版印
刷用インキＮＩＲＦＬ－４を粘度９０．０Ｐａ・ｓで得た。
【００７５】
［比較例1］平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＡを
、ワニスＡ、金属ドライヤー、ＡＦソルベント６号、コンパウンド、乾燥抑制剤で希釈調
整し、平版印刷用メジウムインキＭ－１を粘度６０．０Ｐａ・ｓで得た。
【００７６】
［比較例２］水無し平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＢを
、ワニスＢ、金属ドライヤー、ＡＦソルベント６号、コンパウンド、乾燥抑制剤で希釈調
整し、水無し平版印刷用メジウムインキＭ－２を粘度９０．０Ｐａ・ｓで得た。
【００７７】
［比較例３］紫外線硬化型平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＣを
、ワニスＣ、イルガキュア９０７、アロニックスＭ－４０８、コンパウンド、重合禁止剤
で希釈調整し、紫外線硬化型平版印刷用メジウムインキＭ－３を粘度６０．０Ｐａ・ｓで
得た。
【００７８】
［比較例４］紫外線硬化型水無し平版インキ
　表２の配合に従って、３本ロール、温度条件３０℃にて、近赤外吸収ベースインキＤを
、ワニスＤ、イルガキュア９０７、アロニックスＭ－４０８、コンパウンド、重合禁止剤
で希釈調整し、紫外線硬化型水無し平版印刷用メジウムインキＭ－４を粘度９０．０Ｐａ
・ｓで得た。
【００７９】
　実施例１～４、及び比較例１～４で得られたインキを、オフセット枚葉印刷機を用いて
印刷し、校正刷りサンプルを得た。印刷サンプルの作成条件は以下に記す。
【００８０】
［平版インキ印刷条件］
　　印刷機　：ＬＩＴＨＲＯＮＥ４２６　（（株）小森コーポレーション製、枚葉菊半裁
　　　　　　　４色機）
　　版　　　：平版用ＣＴＰ版　ＨＰ－Ｆ　（富士フィルムグラフィックシステムズ　　
　　　　　　　（株）製）
　　湿し水　：アクワユニティＳＮＰ　２．０％　（東洋インキ製造（株）製）
　　用紙　　：特菱アート両面Ｎ　７９．５ｋｇ　Ｙ目　（三菱製紙（株）製）
　　印刷速度：８０００ｓｈｅｅｔ／ｈｏｕｒ
【００８１】
［水無し平版インキ印刷条件］
　　印刷機　：ＬＩＴＨＲＯＮＥ４２６　（（株）小森コーポレーション製、枚葉菊半裁
　　　　　　　４色機）
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　　版　　　：水無し平版用ＣＴＰ版　ＶＧ５　（東レ（株）製）
　　用紙　　：特菱アート両面Ｎ　７９．５ｋｇ　Ｙ目　（三菱製紙（株）製）
　　印刷速度：８０００ｓｈｅｅｔ／ｈｏｕｒ
【００８２】
［視認性の確認］
　本発明による蛍光増白剤の効果を確認する為に、オフセット枚葉印刷機を用いて印刷し
た校正刷りサンプルの各網点面積率における網点の視認性を評価するために、印刷サンプ
ルをＪＩＳ　Ｚ　８７２３によって規定される人工昼光Ｄ５０照明によるブースにて観察
し、白紙部分と印刷部分との色相差を識別できるかどうか確認した。評価は下記の基準で
実施した。
　　目視により色相差を確認できない。             ：○
　　目視により色相差を僅かであるが確認できる     ：△
　　目視により色相差をはっきりと確認できる。     ：×
【００８３】
［分光反射率測定］
　本発明に用いた近赤外線吸収材料の赤外線センサーに対する感度を評価するために、印
刷サンプルの分光反射率曲線（（株）島津製作所製　ＵＶ３６００）の測定を行った。測
定条件は以下に記す。
　　測定器　　　：ＵＶ３６００（（株）島津製作所製　紫外可視近赤外分光光度計）
　　波長範囲　　：３５０．００－１０００．００ｎｍ
　　サンプリングピッチ：０．５０ｎｍ
　　スキャンスピード：高速
　　測光値　　　：反射率
　　スリット幅　：２０ｎｍ
　　検出器　　　：積分球
　　ベースライン：特菱アート両面Ｎ　７９．５ｋｇ　Ｙ目　（三菱製紙（株）製）
　　測定箇所　　：印刷サンプルの１００％ベタ部分
【００８４】
　また赤外線センサーに対する感度の評価に関しては、近赤外線吸収剤イーエクスカラー
ＩＲ－１２を含む実施例１－４、比較例１－４のインキのもつ吸収極大波長８９８ｎｍに
おける反射率を用いて以下判断基準で判定した。
　　４０％～１００％ ：感度劣
　　　０％～４０％   ：感度良
【００８５】
［赤外線読取装置による画像撮影］
　波長領域８５０ｎｍ～９５０ｎｍにおける透過可能なフィルターを装着した顕微鏡（オ
リンパス（株）製ＭＸ－６１ＩＲ）を用いて、印刷サンプル（網点＝２０％）の画像撮影
を行った。
【００８６】
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【００８７】



(15) JP 5151249 B2 2013.2.27

10

20

30

40

50

【表２】

【００８８】
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【００８９】
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【表４】

【００９０】
　表３に示すように、蛍光増白剤を含む実施例１－４のインキ組成物は、印刷した際の網
点面積率（％）によって、不可視性が向上し白色紙基材との明確な色相差が確認されなく
なった。また蛍光増白剤を添加することによって、近赤外領域（吸収極大波長；８９８ｎ
ｍ）における分光反射率が３６％程度と感度良好であり、また赤外線透過フィルターを装
着した顕微鏡によって網点形状をはっきり確認することができた。一方、表４に示す比較
例１－４のインキ組成物は、印刷した際の着色が各網点面積率（％）において確認され、
視認性が悪い結果となった。
【００９１】
　本発明により蛍光増白剤を添加することによって得られる平版インキ組成物を用いた印
刷物は、不可視性が向上し、よりステルス性を高めた近赤外線吸収インキ組成物が得られ
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